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会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 採決の結果

一　 般　 会　 計 47億2,540万円 45億  183万円 認定　(10 対１)

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険  　6億6,109万円  　6億4,262万円 認定　(９対２)

簡 易 水 道    1億   260万円    1億    44万円 認定　(全員賛成 )

農業集落排水事業     　 7,497万円      　7,393万円 認定　(全員賛成 )

林業集落排水事業    　  6,522万円  　    6,514万円 認定　(全員賛成 )

介 護 保 険  　5億6,205万円  5億3,764万円 認定　(全員賛成 )

後 期 高 齢 者 医 療 　　　 5,671万円     　 5,618万円 認定　(全員賛成 )

合　　　計 62億4,804万円 59億7,778万円

前 年 対 比 98.8％ 99.2％

各会計の決算状況と採決の結果 (1 万円未満切り捨て )

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
14
日
か

ら
21
日
ま
で
、
８
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
認

定
の
ほ
か
、
条
例
制
定
、
辺
地
総

合
整
備
計
画
、
財
産
の
処
分
な
ど

22
の
議
案
と
１
報
告
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が

学
校
跡
地
利
用
、
原
発
事
故
へ
の

対
応
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
12
問
に
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

62億５千万円を認定
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平成23年度決算総額

　

平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
一

般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も
黒

字
決
算
と
な
り
健
全
財
政
を
堅

持
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
数

値
も
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
数

値
で
は
な
く
、
何
れ
も
健
全
で

あ
る
。

　

決
算
の
特
徴
は
、
東
日
本
大

震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
復

旧
・
復
興
対
策
経
費
と
し
て
、

8
億
２
５
３
２
万
８
０
０
０
円

が
費
や
さ
れ
当
初
予
算
時
か
ら

す
る
と
予
定
外
の
経
費
と
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
国
県
の
復
旧
・
復

興
関
連
の
補
助
事
業
の
積
極
的

活
用
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

の
交
付
も
あ
り
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
な

く
６
０
８
８
万
円
の
積
み
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る

町
公
民
間
の
改
修
事
業
、
町
幼

保
一
体
化
施
設
の
建
設
、
町
民

体
育
館
の
建
設
、
古
殿
中
学
校

体
育
館
の
改
築
、
統
合
後
の
旧

小
学
校
の
跡
地
利
用
等
、
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で

あ
る
。
各
種
基
金
が
あ
る
と
は

言
え
、
一
挙
に
減
少
し
財
政
が

苦
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
の
で
、
長
期
財
政
計
画
を
樹

立
し
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

平
成
24
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
飯
米
、
縁
故
米
を
含
め
全

袋
放
射
性
物
質
の
検
査
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
は
、
町

と
Ｊ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
米
の

検
査
体
制
を
組
む
よ
う
で
あ
る
。

間
も
な
く
米
の
収
穫
が
始
ま
る

一
斉
に
な
る
の
で
検
査
体
制
に

よ
っ
て
は
、
混
乱
し
農
家
の
米

販
売
に
不
利
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
の
で
、
関
係
機
関
連

絡
を
密
に
し
、
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
も
ら

い
た
い
。

　

古
殿
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

本
郷　

弘
之

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

弘
信

監
査
の
意
見

歳 出
45億
 183万円

平成23年度一般会計　歳入の状況と歳出の性質別割合は!

歳 入
47億
2,540万円

繰入金 2.5%
1億2,026万円

繰越金 4.5%
2億1,101万円
使用料等 0.9%
4,311 万円
その他 3.4%
1億 6,029 万円

地方交付税 47.7%
22億5,560万円

国県支出金 19.3%
9億1,328万円

町税  10.9%
5億1,622万円

自 主
財
源
18.8%依

存

財

源
81.2%

交付金等　3.0%　
1億3,744万円

地方債(借金) 7.8%
3億6,819万円

建設事業費 20.7%
9億2,997万円

災害復旧事業費 5.2%
2億3,387万円

人件費 15.8%
7億1,013万円

物件費 12.8%
5億7,402万円公債費 11.6%

5億2,108万円

補助費等 11.2%
5億  420万円

その他 1.1%
5,629万円

繰出金 7.9%
3億5,473万円
積立金 6.7%
3億186万円

扶助費 7.0%
3億1,568万円
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　古殿町の決算（一般会計）を身近な家計に例えてみました。厳しい経済状態の中、やぶさ
めくん（古殿町）一家の平成23年度の家計簿はどうだったのでしょうか。

｢ やぶさ
め

くん一家
｣

の家計簿

　架空の家族、やぶさめくん一家はお父さん、お母さん、お姉さん、
おばあちゃんの５人家族です。
　両親は農業を営んでおり、農業収入のほか、所有するアパートの
家賃収入があります。お姉さんは大学生で遠くに下宿しています。
やぶさめくんは ?学生で家におります。お母さんが毎日記録した昨
年４月から今年３月までの家計の収支状況を集計してみました。
※24年４月１日現在の人口（5,830人）で算出した一人当たりの決算
額をもとに、家族数（５人）で計算しました。（10円未満は切り捨て
しました。）

　今年３月末のやぶさめくん一家の貯金額は276万円と少しあり、お母さん
が有利で安全な貯蓄方法はないかと苦心しています。銀行からの借入金も
358万円ありますが、おばあちゃんの部屋をバリアフリーに改造するために
借り入れしたものが多くあり、その分 (250万円程度 ) はお父さんの兄弟が負
担してくれることになっており、なんとかやっていけそうですが、ご両親も
若くないため将来に不安があります。

【収入の部】
•自主財源（収入全体の22.9％） 937,760円
　◦農業所得（町　税） 442,730円
　◦預金の引き出し（繰入金） 103,140円
　◦雑収入（諸収入）  136,980円
　◦家賃収入（使用料及び手数料） 36,970円
　◦その他（分担金・負担金・繰越金等）　　217,940円
•依存財源（収入全体の77.1％） 3,114,440円
　◦父の兄弟からの養育費（国県補助、交付税）　 

2,717,740円
　◦銀行ローン　（町債）　 315,770円
　◦その他　（地方譲与税など）　  80,930円
      　　　合　計 4,052,200円
　やぶさめくんの家では、一部生産物（企業）の業績
が良かったため、農業収入（町税・法人分）が少し増
加した。また、生活環境の整備が一段落したために、
銀行からの借り入れも（町債）少なくて済み、収入総
額は前年より若干減少した。

【支出の部】
•支出の性質別内訳
　◦食　費（人件費）  609,030円
　◦お姉さんへの仕送り（繰出金） 304,220円
　◦光熱水費、被服代（物件費） 492,300円
　◦医療費、見舞金等（扶助費） 270,730円
　◦銀行ローンの返済（公債費） 446,890円
　◦家の増改築等（建設事業費） 998,150円
　◦交際費等（補助金等、積立金） 739,150円
      　　　合　　計 3,860,470円
　支出では、東日本大震災の地震被害で入口道路に
地割れが生じたための道路補修工事（災害復旧事業
費)と、連絡道（県営ふるさと農道・中ノ町地区)工事、
アパート修繕（教員住宅改修)と大震災被害者への見
舞金も特徴的な支出であった。
　銀行ローン返済（過疎・辺地・教育施設)も、全般的
に前年 を下回ったが、小学校が遠くになったため通
学定期（遠距離通学援助費)が高くなった。

やぶさめくんの家でみる２３年度決算は…

やぶさめくんの願いは原発事故終息と放射能汚染の早期解消‼
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討討
論論

決決採採

賛
成
10
、
反
対
１

で
認
定
し
ま
し
た
。

反
対

　
　

区
長
の
業
務
が
大
変
多

忙
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
報
酬
の
増
額
を
図
っ

て
は
と
の
声
が
あ
る
が
考
え

は
。

　
　

数
年
前
か
ら
見
直
し
の

声
が
あ
り
ま
す
が
現
状
で
お

願
い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

個
所
は
、
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
決
定
す
る
も
の
か
。

　
　

選
挙
ご
と
に
町
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
審
議
い
た
だ

き
設
置
場
所
等
を
決
定
い
た

し
ま
す
。

　
　

放
射
線
量
測
定
器
等
の

備
品
配
置
に
つ
い
て
は
住
民

の
要
望
に
答
え
た
も
の
か
。

　
　

県
か
ら
の
貸
与
分
も
あ

り
住
民
か
ら
の
要
望
も
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
足
り
て
い
た

と
考
え
ま
す
。

　
　

竹
パ
ウ
ダ
ー
、
米
粉
等

の
機
材
が
整
備
さ
れ
、
活
用

を
図
る
各
種
施
策
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し

て
い
く
の
か
。

　
　

購
入
し
て
か
ら
使
用
頻

度
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
も
備
品
を
利
用
し
な
が

ら
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

農
道
整
備
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
な
さ
れ
る
の
か
。

　
　

農
道
整
備
は
町
が
主
体

で
工
事
を
発
注
し
、
維
持
管

理
は
利
用
形
態
に
も
よ
り
ま

す
が
受
益
者
負
担
が
原
則
で

す
。

　
　

震
災
に
よ
る
一
部
損
壊

補
修
助
成
と
町
産
材
利
用
助

成
の
双
方
を
活
用
し
た
事
例

は
あ
っ
た
か
。

　
　

併
用
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
　

学
校
施
設
解
体
で
予
定

し
て
い
て
残
っ
て
い
る
も
の

の
対
応
は
。

　
　

旧
論
田
小
学
校
の
施
設

の
一
部
だ
と
思
い
ま
す
が
、

他
か
ら
活
用
の
引
き
合
い
が

あ
る
こ
と
か
ら
し
ば
ら
く
は

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
定
例
会
開
催
中
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
は
議
案
の
審
議
に
大
き

な
影
響
が
で
ま
し
た
。
私
は
予

算
に
対
す
る
態
度
は
自
営
小
規

模
業
者
に
も
っ
と
仕
事
が
回
る

よ
う
に
町
が
考
え
る
べ
き
、
ま

た
小
学
校
跡
地
に
対
す
る
様
々

な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
学
童
保
育
の
長
期
休
業
中

に
お
け
る
実
施
を
考
え
る
べ
き

と
し
て
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
１
年
は
大
震
災

と
原
発
事
故
へ
の
対
応
が
第
一

義
的
な
課
題
で
町
と
町
民
に
と

っ
て
も
続
い
て
い
る
現
況
で
す
。

私
は
頑
張
ら
な
か
っ
た
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
多
く
の

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
素
早
い

対
応
が
必
要
で
あ
り
積
極
性
が

欠
け
て
い
た
と
思
い
本
決
算
認

定
に
反
対
し
ま
す
。

　

本
決
算
に
つ
い
て
は
、
未
曾

有
と
も
言
え
る
東
日
本
大
震
災

の
中
に
あ
っ
て
も
所
要
の
事
業

が
実
施
さ
れ
、
予
算
時
に
お
い

て
も
十
分
審
議
さ
れ
執
行
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
く
判
断
比
率
も
基

準
以
下
を
堅
持
し
基
金
も
増
え

て
お
り
、
健
全
な
財
政
運
営
が

な
さ
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
本
案

に
賛
成
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定

(

質
疑
の
一
部
を
掲
載)

QQQQ

QQ

Q

A

A

AA

A

AA

岡
部　

淳
一
議
員

佐
川　

勇
司
議
員

賛
成

順調に運行されているスクールバス

東日本大震災に伴う災害復旧事業

原発事故に伴う除染作業
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貯金の種類借金の種類

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　

残
念
な
が
ら
収
入
未
済

額
が
５
４
６
０
万
円
あ
る
。

こ
の
問
題
は
大
変
と
思
う
が

対
策
は
。

　
　

未
納
者
へ
の
通
知
、
電

話
、
訪
問
の
手
順
で
徴
収
を

し
て
い
ま
す
。
更
に
通
知
を

し
て
の
納
税
相
談
、
誠
意
の

な
い
方
に
は
短
期
証
、
資
格

者
証
を
交
付
し
て
滞
納
の
解

消
に
あ
た
っ
て
ま
す
。

区　　　分 23年度末残高 昨年度増減 算入率

一般公共事業債 193万円 △127万円 50％

公営住宅建設債 9,762万円 △1,272万円 0％

災害復旧事業債 4,160万円 △1,633万円 ～95％

教育福祉整備債 3,991万円 △1,023万円 ～70％

一般単独事業債 2億3,362万円 △5,270万円 ～50％

過疎対策事業債 16億1,742万円 1,445万円 70％

辺地対策事業債 4億4,337万円 △6,808万円 80％

財 源 対 策 債 2,412万円 △374万円 100％

臨時財政特例債 2,385万円 △443万円 100％

減 税 補 て ん 債 5,881万円 △1,079万円 100％

臨時税収補てん債 1,386万円 △234万円 100％

臨時財政対策債 15億8,325万円 7,581万円 100％

計 41億7936万円 △9,237万円

区　　　分 23年度末残高 昨年度増減

財 政 調 整 基 金 11億8,796万円 6,088万円

減 債 基 金 2億　313万円 7万円

文教厚生施設等基金 10億6,975万円 △5,225万円

ふ る さ と 創 生 基 金 1億8,448万円 △2,039万円

さ わ や か 福 祉 基 金 1億5,425万円 ０

計 27億9,957万円 △1,169万円

区　　　分 23年度末残高 昨年度増減

土 地 開 発 基 金 1億円 ０

優良雌牛導入事業基金 5,500万円 ０

奨 学 基 金 6,600万円 ０

計 2億2,100万円 ０

※算入率は、返還金の一部が後年に国から交付税として入ってくる
割り合いを示したものです。ですから 100％は全額国で面倒みます
よということです。　

※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て
(積立基金)又は定額の資金を運用するために設けられる資金(運
用基金 )又は財産です。

(注 ) 借入金は元金です。これに年度末利子合計で
6,049 万円がプラスされます。 積 立 基 金

運 用 基 金

(

質
疑
の
一
部
を
掲
載)

国
民
健
康
保
険

討討
論論

反
対

　

一
人
当
た
り
１
万
円
の
引
き

上
げ
で
あ
り
、
当
初
予
算
に
反

対
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て

資
格
者
証
明
証
、
短
期
証
の
交

付
者
が
増
加
す
る
事
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
っ
と
払

え
る
保
険
料
と
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
時
点
で
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
を
実
施
し
町
民
の
負

担
を
軽
減
す
べ
き
と
思
い
本
決

算
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
減
少
、
経
済
状

況
の
悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
実
質
収
支
に
お

い
て
黒
字
に
な
っ
た
の
は
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運

営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思

い
本
案
に
賛
成
し
ま
す
。

岡
部　

淳
一
議
員

佐
川　

勇
司
議
員

賛
成

決決採採

賛
成
９
、
反
対
２

で
認
定
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

任
命
に
同
意

任
命
に
同
意

再任　鈴木アイ子　氏
松川字馬場

任期　平成28年12月5日まで

わが町の
　 貯金と借金

継続
公開

一般会計分

QA
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９
月
定
例
会
は
、
決
算
議
会
と

し
て
前
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定

が
例
年
の
柱
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
そ
れ
に
加
え
一
般
会
計

補
正
予
算
に
幼
保
一
体
化
施
設
整

備
の
た
め
の
建
設
予
算
８
億
９
５

０
０
万
円
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
計
画
で
は
、
今
年
度
は
設

計
書
作
成
等
で
、
来
年
度
に
施
設

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

今
定
例
会
初
日
終
了
後
の
全
員
協

議
会
で
、
町
か
ら
補
正
に
至
る
経

過
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
実
施
の
理
由
と
し
て
、

幼
保
一
体
化
施
設
整
備
の
た
め
の

有
利
な
補
助
金
で
あ
る｢

安
心
こ

ど
も
基
金
施
設
整
備
事
業
補
助
金

１
億
７
７
９
０
万
円｣

が
今
年
度

限
り
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
た
め

に
は
年
度
内
に
工
事
を
発
注
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

議
会
で
は
、
約
９
億
円
の
大
き

な
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
倒
し

で
実
施
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
時

点
で
全
員
協
議
会
で
の
説
明
が
必

要
で
あ
っ
た
と
執
行
部
を
追
求
し

ま
し
た
。

　

更
に
質
疑
の
中
で
問
題
点
や
疑

問
点
を
質
し
た
結
果
全
員
賛
成
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
施
設
は
木
造
で
約
２
２

０
０
㎡
の
床
面
積
の
予
定
。

　

予
算
は
古
殿
小
学
校
建
設
の
設

計
額
か
ら
概
算
事
業
費
を
算
出
し

予
算
を
計
上
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

財
源
は
、
補
助
金
の
ほ
か
起
債

３
億
円
（
過
疎
債
）、
残
り
を
文

教
厚
生
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り

崩
し
あ
て
ま
す
。

　

第
５
次
介
護
保
険
事
業
期
間

（
平
成
24
〜
26
年
度
）
の
間
、
一
号

被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険

料
負
担
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に

基
金
を
設
け
る
条
例
。

•
提
出
者

　
　
　

田
口
区
長　

荒
川　

一
美

•
紹
介
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

関
根　

角
男

•
発
議
者　
　

佐
川　

勇
司
議
員

•
賛
成
者　
　

矢
内　

泰
吉
議
員

《
趣
旨
》町
の
安
定
的
な
自
主
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
球
温
暖

化
対
策
が
緊
急
な
課
題
と
な
る
中

で
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
趣
旨

に
沿
っ
た
税
制
の
導
入
を
求
め
た
。

計
画
を
一
年
早
め

幼
保
一
体
化
施
設
を
予
算
化

議案

今
回
提
出
さ
れ
た　
　
　
　

の
中
身
は

議
案

介
護
保
険
財
政
安
定
化

特
例
基
金
条
例

県
指
定
重
要
文
化
財
の

　
　
　

修
復
保
存
の
請
願

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見
書

　

福
島
県
が
平
成
24
年
10
月
１
日

よ
り
18
歳
以
下
の
医
療
費
無
料
化

を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
施
設
整
備
と

し
て
、
新
た
に
犬
仏
地
区
に
受
信

設
備
設
置
を
追
加
す
る
た
め
の
変

更
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
車
両
通
行

の
安
全
を
図
る
た
め
、
車
載
型
凍

結
防
止
剤
散
布
装
置
２
台
の
購
入
。

（
１
０
８
３
万
円
）

児
童
生
徒
医
療
費
助
成

条
例
・
国
民
健
康
保
険

条
例
の
改
正

辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更

財
産
の
取
得

会計区分 今回補正した金額 補正後の予算額
一 　 般 　 会 　 計 9億7,982万円 50億1,360万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 147万円  　6億5,639万円
簡  易  水  道          209万円   1億   413万円
農 業 集 落 排 水 事 業     　   103万円      　7,474万円
林 業 集 落 排 水 事 業    　     7万円  　   2,667万円
介  護  保  険  　    2,164万円  6億1,947万円
後 期 高 齢 者 医 療 　　　    10万円     　 5,704万円

各会計の補正状況 （1万円未満切り捨て）

※補正予算は全ての会計で全員賛成の可決となりました。

決決採採決決採採

全
員
賛
成

全
員
賛
成

み
な
さ
ん
か
ら

請
願

の

議議
員員
発発
議議

子育て支援の核となる建設予定地（旧宮本小学校）
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一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

木
き

戸
ど

　久
ひさ

康
やす

 議員

入
札
業
者
の
選
定
基
準
は

　

北
校
舎
１
階
２
教
室
の
床

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
替
え
と
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
張
替
え
及
び
床

塗
装
工
事
で
、
工
事
費
は
４

０
０
万
円
で
す
。
郡
山
市
及

び
い
わ
き
市
に
本
社
の
あ
る

５
社
で
全
て
が
辞
退
、
２
度

目
は
石
川
地
方
の
建
築
業
者

１
点
目　

特
別
教
室
は
敷
地

の
半
分
が
借
地
で
あ
る
た
め

解
体
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
防
災
上
の
倉
庫
と
し
て

今
年
３
月
に
土
地
売
買
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

２
点
目　

林
業
関
連
施
設
整

備
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
現

４
社
で
４
社
と
も
辞
退
、
３

度
目
は
町
内
建
築
登
録
業
者

５
社
で
不
調
と
な
り
ま
し
た
。

設
計
業
者
委
託
の
指
名
は
、

石
川
管
内
周
辺
業
者
と
郡
山

市
を
中
心
と
す
る
業
者
に
分

け
指
名
し
て
お
り
ま
す
。

在
の
林
業
の
現
状
を
踏
ま
え

て
検
討
委
員
会
で
協
議
し
て

頂
き
ま
と
め
た
い
考
え
で
す
。

検
討
委
員
会
の
委
員
長
に
林

野
庁
森
林
総
合
研
究
所
の
中

岡
氏
に
お
願
い
し
、
町
内
の

森
林
所
有
者
や
事
業
者
及
び

森
林
組
合
等
12
名
の
委
員
で

町
長

町
長

　

入
札
の
業
者
選
定
は
町
長

も
町
内
業
者
の
育
成
だ
と
思

い
ま
す
。
古
殿
小
の
改
修
工

事
が
３
回
と
も
不
落
だ
が
ど

の
よ
う
な
工
事
内
容
で
幾
ら

Q

位
の
工
事
費
か
。
指
名
業
者

は
ど
こ
か
。
設
計
の
指
名
業

者
の
選
定
基
準
と
地
域
割
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

業
務
の
内
容
と
金
額
を
考
慮

既
存
施
設
を
有
効
利
用

A

A

一般質問は、９月19日に５人の議員が12問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。（順不同）

構
成
し
ま
す
。

３
点
目　

地
元
企
業
へ
の
譲

渡
、
利
活
用
と
し
て
平
田
村

の
会
社
も
移
転
す
る
旨
の
認

識
を
し
て
い
ま
し
た
。
町
道

の
改
良
は
、
起
点
、
国
道
取

り
付
け
部
か
ら
終
点
ま
で
、

現
況
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
を
大

型
貨
物
等
の
通
行
が
容
易
に

な
る
よ
う
通
常
工
事
の
範
囲

内
で
改
良
し
ま
し
た
。

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
に
対
す
る
町
の
関

わ
り
は

そ
の
他

質
問

の

第
１
点　

宮
本
小
跡
地
の
借

地
し
て
い
る
特
別
教
室
を
残

し
た
理
由
は
。
借
地
の
解
消

は
し
た
の
か
。

第
２
点　

大
原
小
跡
地
利
用

で
町
長
は
概
ね
の
考
え
は
持

っ
て
い
る
と
発
言
し
た
が
、

そ
の
構
想
を
示
す
段
階
で
は

な
い
の
か
。

第
３
点　

山
上
小
跡
地
は
建

物
を
会
社
に
無
償
譲
渡
し
た

が
、
初
め
か
ら
別
の
会
社
が

入
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
町

道
改
良
は
現
道
改
良
と
捉
え

て
い
た
が
、
会
社
の
土
地
の

中
に
町
道
を
進
入
さ
せ
た
理

由
は
。

防災倉庫として利用を (旧宮本小学校 )

移転創業し雇用も拡大（旧山上小学校）

学
校
跡
地
の
利
用

　
　
　
　

経
過
と
今
後
は

Q
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一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

米
全
袋
検
査
と
経
費
負
担
は

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
報
償
制
度
の
導
入
を

　

増
発
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害

は
町
全
体
に
拡
大
し
、
年
々

深
刻
な
状
況
で
す
。
今
後
の

対
策
を
伺
い
ま
す
。

Q

第
１
点　

電
気
牧
柵
の
設
置

状
況
と
補
助
事
業
の
継
続
は
。

第
２
点　

有
害
駆
除
、
許
可

限
定
場
所
で
条
件
付
き
夜
間

猟
銃
使
用
の
制
度
見
直
し
は
。

１
点
目　

自
己
保
有
米
、
縁

故
米
、
飼
料
米
、
く
ず
米
な

ど
全
て
の
米
、
ま
た
町
外
搬

入
米
も
対
象
で
す
。

２
点
目　

町
対
策
協
議
会
が

主
体
と
な
り
、
田
口
Ｊ
Ａ
野

１
点
目　

電
気
牧
柵
補
助
は

８
月
末
で
29
件
あ
り
今
後
も

増
え
る
見
込
み
で
す
。

被
害
も
年
々
増
加
し
て
ま
す

の
で
、
こ
の
事
業
は
、
今
後

も
継
続
し
ま
す
。

２
点
目　

鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
第
38
条
に
お
い
て
危
険
予

知
の
観
点
か
ら
制
度
見
直
し

は
む
ず
か
し
で
す
。　

３
点
目　

県
内
全
域
で
有
害

獣
に
よ
る
農
業
被
害
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は

狩
猟
期
間
に
限
り
、
イ
ノ
シ

菜
集
荷
所
で
検
査
し
ま
す
。

　

各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

Ｊ
Ａ
が
搬
入
搬
出
管
理
で
行

い
ま
す
。

３
点
目　
Ｊ
Ａ
が
各
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
と
連
絡
調
整
し
実

シ
一
頭
に
つ
き
、
５
０
０
０

円
の
補
助
金
を
予
算
化
し
、

町
で
も
こ
の
補
助
金
を
活
用

し
有
害
獣
捕
獲
活
動
を
推
進

す
る
た
め
に
一
頭
に
つ
き
、

対
策
協
議
会
が
検
査
・
経
費
は
県
が
負
担

報
償
費
を
補
正
予
算
で
計
上

A

A

施
し
ま
す
。

４
点
目
と
５
点
目　

全
額
県

負
担
で
す
。
す
べ
て
の
経
費

は
、
県
に
お
い
て
負
担
し
、

検
査
終
了
後
、
東
電
へ
一
括

請
求
し
ま
す
。

町
長

町
長

Q

第
３
点　

捕
獲
隊
が
活
動
し

や
す
い
施
策
と
し
て
、
報
償

制
度
を
導
入
し
、
有
害
駆
除

期
間
も
適
用
す
べ
き
と
思
う

が
。

　

平
成
24
年
度
産
米
、
す
べ

て
の
米
を
対
象
に
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
を
検
査
す
る

『
全
量
全
袋
検
査
』
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

こ
の
検
査
は
義
務

と
認
識
、
具
体
的
対
象
米
は
。

第
２
点　

検
査
機
関
と
そ
の

手
順
は
。

第
３
点　

品
種
混
合
や
生
産

者
等
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
管

理
体
制
は
。

第
４
点　

搬
入
搬
出
、
管
理

体
制
等
を
含
め
、
検
査
場
外

に
発
生
す
る
経
費
に
つ
い
て

県
、
町
負
担
は

第
５
点　

こ
の
検
査
で
発
生

す
る
、す
べ
て
の
経
費
等
は
、

東
電
の
賠
償
責
任
、
そ
の
対

応
は
。

米全袋検査場（田口）

有効な電気牧柵

合
せ
て
２
万
円
の
報
償
費
を

補
正
予
算
で
計
上
し
て
ま
す
。

ま
た
、
有
害
駆
除
期
間
の
報

償
費
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
ま
す
。
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

１
点
目　

薪
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
設
置
補
助
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
末
で
薪
ス
ト
ー

ブ
９
台
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
２
台
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
６
機
の
設
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２
点
目　

わ
が
町
に
お
け
る

可
能
性
に
つ
い
て
多
方
面
に

わ
た
り
検
討
を
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
利
用
方
法

が
良
い
か
、
具
体
的
計
画
に

は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

燃
料
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
バ
ー
ク
に
つ
い
て
も

様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
た
い 

A

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　

地
域
に
適
し
た
計
画
は

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
７
月

１
日
か
ら
電
力
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
の

事
故
後
、
原
発
に
依
存
し
な

い
社
会
を
目
指
す
こ
と
な
ど

か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
取
り
組
み
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
事
故
以
前
の
平

成
20
年
か
ら
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
地
域
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

事
業
に
取
り
組
み
、
平
成
21

年
度
に
古
殿
町
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、

各
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
現
在
ま
で
の
取
り

組
み
状
況
と
次
の
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

今
ま
で
の
取
り
組

み
状
況
と
そ
の
成
果
は
。

第
２
点　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

熱
利
用
を
重
点
と
し
た
今
後

の
取
り
組
み
の
計
画
は
。

第
３
点　

国
内
の
主
流
は
太

陽
光
発
電
で
あ
り
、
わ
が
町

も
取
り
組
ん
で
い
る
が
今
後

の
計
画
は
。

第
４
点　

地
域
の
特
性
に
合

っ
た
発
電
方
式
な
ど
の
新
た

な
計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長

放
射
能
の
影
響
で
受
け
入
れ

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
見
据
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
係
る
基
金
事
業

が
成
立
し
た
た
め
、
福
島
県

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
よ
る
防
災
拠
点
支
援
事
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
わ
が

町
で
は
１
億
５
０
０
０
万
円

の
配
分
を
受
け
て
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
設
計
を
行
い
、

役
場
庁
舎
、
町
公
民
間
、
古

殿
中
学
校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
整
備
す
る
予
定
で
県
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

４
点
目　

防
災
拠
点
施
設
と

し
て
公
共
施
設
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
整
備
を
進
め
て

い
く
計
画
で
あ
り
、
今
後
も

様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本町の豊かな自然環境を活用して

役場に設置されているペレットス
トーブ

太陽光発電により拠点施設の停電
対策（役場庁舎）
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

１
点
目　

計
画
が
認
可
さ
れ

今
後
は
住
宅
等
の
生
活
圏
除

染
を
実
実
施
し
ま
す
。
な
お

子
ど
も
の
通
学
路
や
バ
ス
停

は
今
後
も
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
し
ま
す
。

２
点
目　

敷
地
造
成
工
事
の

入
札
を
し
契
約
を
締
結
、
完

成
後
は
保
管
し
て
い
る
汚
染

土
壌
を
搬
入
す
る
予
定
で
す
。

除
染
実
施
で
発
生
す
る
汚
染

物
も
順
次
搬
入
し
ま
す
。

３
点
目　

検
査
の
結
果
、
許

容
値
以
下
の
草
地
を
順
次
自

１
点
目　

災
害
工
事
で
発
生

し
た
残
土
を
受
け
入
れ
て
盛

土
を
し
て
い
ま
す
。
体
育
館

は
林
業
関
連
施
設
利
用
の
た

め
に
残
し
ま
し
た
。

２
点
目　

橋
の
拡
幅
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
・
４
点
目　

林
業
関
連
施

設
の
イ
メ
ー
ジ
は
持
っ
て
い

ま
す
が
、
検
討
委
員
会
で
協

議
し
、
結
果
を
参
考
に
し
て

構
想
を
ま
と
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
検
討
委
員
会
の
委
員

は
、
委
員
長
に
林
野
庁
森
林

総
合
研
究
所
の
中
岡
氏
、
町

内
森
林
所
有
者
や
事
業
者
及

び
森
林
組
合
等
12
名
の
委
員

で
構
成
し
、
第
１
回
委
員
会

を
９
月
下
旬
に
開
催
予
定
で

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意

見
要
望
に
つ
い
て
は
内
容
に

よ
っ
て
反
映
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

粛
解
除
し
て
い
ま
す
。
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
自
粛
解
除
、
餌

の
費
用
は
畜
産
組
合
が
賠
償

請
求
を
し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

搬
入
・
搬
出
は
Ｊ

Ａ
と
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
。
全

袋
検
査
場
は
従
事
者
に
事
故

の
な
い
よ
う
確
認
と
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

５
点
目　

特
に
問
題
は
指
摘

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

６
点
目　

今
後
わ
が
町
の
結

果
を
注
意
深
く
見
守
り
ま
す
。

５
点
目　

林
業
関
係
の
施
設

を
整
備
し
、
林
業
振
興
と
雇

用
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長

町
長

計
画
が
環
境
省
か
ら

　
　
　
　
　

認
可
さ
れ
る

検
討
委
員
会
で

　
　

構
想
を
ま
と
め
た
い

A

A

除
染
計
画
の
進
行
状
況
は

大
原
小
跡
地
利
用
の

　
　
　
　
　

現
況
と
進
め
方

Q

Q

況
と
利
用
方
法
の
具
体
は
。

第
３
点　

飼
料
作
物
の
利
用

状
況
と
支
給
さ
れ
て
い
る
餌

に
対
し
て
の
町
の
支
援
は
。

第
４
点　

コ
メ
の
全
袋
検
査

体
制
は
万
全
な
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。

第
５
点　

水
道
水
検
査
に
つ

い
て
問
題
が
発
生
し
て
い
る

が
認
識
は
。

第
６
点　

甲
状
腺
検
査
結
果

が
一
部
公
表
さ
れ
た
が
、
こ

の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

第
１
点　

土
盛
り
状
況
と
造

成
工
事
、
体
育
館
の
利
用
方

法
は
。

第
２
点　

跡
地
利
用
に
関
し

て
、
現
在
ま
で
実
施
し
た
内

容
と
今
後
の
予
定
は
。

第
３
点　

具
体
的
な
実
施
事

業
、
利
用
方
法
は
ど
こ
ま
で

煮
詰
ま
っ
た
の
か
。

　

原
発
事
故
か
ら
１
年
半
の

特
集
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
福
島
は
事
故
の
真

っ
た
だ
中
に
あ
り
、
汚
染
に

対
し
て
の
全
体
的
な
取
り
組

み
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で

す
。
町
も
毎
日
変
化
す
る
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
対
策
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

第
１
点　

除
染
計
画
は
ど
こ

ま
で
進
め
ら
れ
た
の
か
。

第
２
点　

仮
置
場
の
設
置
状

現
在
、
校
庭
へ
の
盛
土
や
測

量
が
行
わ
れ
、
跡
地
利
用
の

具
体
策
に
つ
い
て
鋭
く
質
問

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
、
橋
を
優
先
す

る
方
向
で
は
な
く
地
域
の
実

情
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す

べ
き
と
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

第
４
点　

地
域
住
民
に
は
、

い
つ
ま
で
に
具
体
的
な
説
明

を
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

際
出
る
意
見
や
要
望
は
事
業

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

第
５
点　

跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

盛土された旧大原小跡地

そ
の
他

質
問

の

•

社
会
問
題
化
し
て
い
る

イ
ジ
メ
問
題
と
自
殺
に

つ
い
て

•

オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛

行
訓
練
ル
ー
ト
直
下
自

治
体
と
し
て



検
査
体
制
の
充
実
と
情
報
公
開
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

１
点
目　

県
の
９
月
補
正
予

算
の
概
要
と
し
て
報
道
さ
れ

た
も
の
で
、
現
時
点
で
県
か

ら
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、

県
議
会
で
可
決
後
、
配
分
額

確
定
の
後
に
予
算
を
計
上
し

実
施
と
な
り
ま
す
。

町
長

風
評
被
害
の
対
応
策
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
は

Q

Q

の
か
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

予
定
さ
れ
て
い
る

交
付
金
の
金
額
は
、
ど
の
程

度
な
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

第
２
点　

風
評
被
害
対
策
後

は
、
更
な
る
産
業
振
興
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体

策
は
あ
る
の
か
。

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

が
、
国
際
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
原
発
事
故
以

来
、
急
速
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
事
業
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
町
に
お
い
て
も
小
学

　

県
は
、
原
発
事
故
に
よ
っ

て
発
生
し
た
放
射
能
の
、
風

評
被
害
対
策
と
し
て
全
59
市

町
村
に
対
し
交
付
金
を
配
分

す
る
方
針
で
す
。

　

当
然
、
わ
が
町
に
お
い
て

も
農
産
物
を
中
心
に
、
大
変

な
風
評
被
害
を
受
け
て
お
り

そ
の
対
応
は
急
務
で
す
。
交

付
金
の
活
用
を
含
め
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

　

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す

様
々
な
影
響
が
報
告
さ
れ
て

以
来
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
依

存
度
を
低
下
さ
せ
Ｃ
О
２
削

減
、
更
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
日
々
更
新
さ
れ

る
性
質
を
利
用
し
た
再
生
可

１
点
目　

役
場
庁
舎
、
町
公

民
館
、
古
殿
中
学
校
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
予
定

で
県
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

２
点
目　

バ
イ
オ
マ
ス
熱
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
計
画
に
は
至

っ
て
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
小
水
力
発
電
の
可

能
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
に

よ
り
小
水
力
発
電
導
入
基
礎

調
査
を
実
施
し
て
頂
い
て
お

り
、
そ
の
結
果
報
告
を
も
と

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
ま

す
。

２
点
目　

県
内
産
の
農
産
物

に
対
す
る
不
安
は
、
子
育
て

中
の
母
親
を
中
心
に
解
消
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

地
元
消
費
者
の
不
安
解
消
が

肝
要
で
、
農
産
物
の
検
査
体

制
の
充
実
と
情
報
公
開
に
努

め
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

校
に
太
陽
パ
ネ
ル
を
設
置
し

役
場
庁
舎
等
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
と
蓄
電
装
置
が
配
置
さ
れ

る
計
画
の
中
で
、
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

公
共
施
設
以
外
は
具
体
化
せ
ず

A

町
長

第
１
点　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
経
過
と
考
え
方

は
。

第
２
点　

今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
が

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

太陽光発電パネルが設置される町公民館

消費者も生産者も安心できる農産物を
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修
複
支
援
の
請
願
の
あ
っ

た
西
光
寺
阿
弥
陀
堂
な
ど
の

県
指
定
重
要
文
化
財
、
今
年

度
か
ら
着
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
幼
保
一
体
化
施
設
敷

地
と
、
旧
大
原
小
学
校
跡
地

等
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

現
地
調
査
後
に
請
願
の
審

査
並
び
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東
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改
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し
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と
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全
袋
検
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設
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調
査
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務

産
業
建
設

放課後児童クラブの運営状況は

除
染

射
性

、
町

工
事

。や
問

長
か

跡
追 レポート

一般
質問

町長
答弁

放課後児童クラブを次年度から通年運営する考えはどうか。

２３年度の実施状況を見て、協議検討を
して参ります。

平成２４年度から、夏休み、冬休み、
春休みの長期休業日についても放課
後児童クラブを開設しました。

(平成23年９月　一般質問から)

町 長
答 弁 して参ります。

平成２４年度から、夏休み、冬休
春休 長期休業 放

、
放課
休み、
放課

その後
の対応

学校行事等での振り
替え日となる日の開
設も検討しています。

今後の
計画

米の放射性物質検査場　（田口字黒長地内）

県指定文化財 西光寺阿弥陀堂
（田口字久保田地内）
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12月中旬
次回の
定例会議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。
古殿八幡神社に伝わり８百有余年の歴史をもつ「流
鏑馬」は、毎年町内10行政区の中の3つの行政区が
持ち回りで神事にあたってきました。しかし、馬の
確保や馬上から弓を放つ役者の不足などの問題が生
じてきたことから、平成４年に「流鏑馬」を保存す
るための会として組織されました。現在は会員253
名で年間を通して役者の育成を図っています。

会員253

どのような活動をしていますか。どのような活動をしていますか。
◦毎週月・木曜日に流鏑馬教室の実施。
　（４月から11月までの間）
◦毎週水曜日に乗馬教室の実施。
　（４月から11月までの間）
◦三株牧場馬場で土日に流鏑馬教室の実施。
　（５月から10月までの間）
◦春・秋の流鏑馬大会の開催。
◦流鏑馬を通じた他団体との交流
◦年２回の「やぶさめ」新聞の発行

今後の課題はありますか。今後の課題はありますか。
　保存会結成時から流鏑馬教室を実施してきた
が、若い方の教室への参加が少なく、役者が高
齢化してきています。
　今後は若い方々への働きかけを強化して、役
者を一人でも多く育成する必要があります。ま
た、小・中学生への乗馬教室等を通じて郷土の
伝統文化への理解を深めるとともに、会員の増
を図り安定した協力体制を維持していく必要が
あります。

いつ頃、どのような経緯で発足しましたか。うな経緯で発足しいついつつ頃、頃、どのどのよのようよううなな経経緯で緯でで発発足足ししままししたたかか。

今回紹介しますのは 古殿町流鏑馬保存会 の皆さんです。今回紹介しますのは 古殿町流鏑馬保存会 の皆さんです。

鈴木　英孝　会長

流鏑馬大会春の陣での勇士 (三株牧場馬場)

保存継承のための意見交換　(保存会総会)　

員
会 るための会として組織されました。現在は会

名で年間を通して役者の育成を図っています
会員253
す。

どどのどのの
◦毎週
（４
◦毎週
（４
◦三株
（５
◦春・
◦流鏑
◦年２

今後の課題はありますか。今今後後のの課課題題ははあありりますますかすかか。

)流鏑馬大会春の陣での勇士 (三株牧場馬場)

すず き ひでたか
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